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上都賀地区地域連携教員等研修会

８月１日（金）日光市中央公民館において「上都賀地区地域連携教員等研修会（兼第１回

上都賀地区現職教員社会教育主事会研修会）」を開催しました。

前半は、地域連携重点推進モデル校の鹿沼市立東中学校教頭 堀加津雄先生、臼井孝行先

生より『東雲（しののめ）弁当づくりを中心とした地域住民と生徒の交流活動』について、

日光市立轟小学校教頭 湯澤美佐江先生より『地域連携推進体制づ

くり』について、それぞれの現在までの取組及び今後の展開等を

紹介していただきました。

後半は“各校における地域連携をより充実させるために”とい

う内容で、グループ協議を行いました。参加者が考えた取組を幾

つか紹介いたします。今後の参考にしていただければ幸いです。

【テーマ】「２学期からの『はじめの一歩』を考えよう」

～各校における地域連携をより充実させるための具体策～

【参加者の声】
・清掃ボランティアを募集する｡

・｢学校支援ボランティア･地域人材活用学習｣一覧表を

作成する。

・保護者､祖父母、地域へ少しずつ広げていく。

・ボランティアの方々の写真を校内に掲示し、教職員、

児童等に周知する。

・学校支援コーディネーター会議を実施する。

・地域連携便りを発行し、ボランティア活動等の情報を

▲熱心に情報交換をしている参加者 地域の団体へ発信する。

・学校の特色を生かし、部活動支援ボランティアを発掘する。

・中学校の地域連携教員との連携を深め事業を実施する。

・地域コーディネーターと、生徒とともにできる活動を発見して

いく。

・学校支援ボランティアと連携した活動を自分で1回実施する。

・地区コミュニティセンター等と連携し、お年寄りとの交流活動

を企画したい。

・生涯学習計画を見直す。（地域連携推進計画の作成含む） 等

架け橋



新社会教育主事主事有資格者の紹介

今年度、宇都宮大学で社会教育主事講習（以下、講習という）を受講し、

新しく社会教育主事有資格者となられました地区内の１５名を御紹介いたし

ます。

２１日間の講習後、受講者の皆様はそれぞれの職場に戻り通常の業務をこな

されていると思います。しかし、日々の業務に追われ、講習で学んだことを忘

れかけているということはないでしょうか。

そこで、本情報紙「架け橋」を発行するに当たり、受講者の皆様には、改

めて講習で学んだこと等を振り返っていただきたいと思い、『講習をとおし

て学んだこと、感じたこと』『講習後学んだ知識や技術等を生かしてちょっ

ぴり取り組んだこと』等について御寄稿いただきました。

【講習をとおして学んだこと、感じたこと、印象に残った言葉等】

『講習をとおして印象に残った言葉』 『講習をとおして学んだこと』

鹿沼市立中央小学校 鹿沼市立みどりが丘小学校

福田 勝彦 菊地 宏佳

私は「迷惑をかけない 講習の中で、最も印象

ように」という思いで仕 に残ったのは「幸せにな

事をしてきました。講習 りたければ、今、隣にい

の中で、「人は生きている る人と手をつなぐこと」

だけで迷惑を掛け、そし という言葉です。自分が

て、掛けられている。だが、互いに迷 関わる人を大切に、つながりをつくっ

惑を掛け合うからこそ、助け合える。」 ていくこと、それが地域を豊かにし、

との言葉。ほっとしました。仲間と 子どもをめぐる環境を豊かにするため

助け合っていこうと思います。 の第一歩なのだと感じました。

『社会教育主事講習を受講して』 『社会教育主事講習を受講して』

鹿沼市立加園小学校 鹿沼市立上南摩小学校

宇賀神 万理 早乙女 靖彦

社会教育の究極の目標 また仕事に追われる慌

～みんな仲よくすること ただしい毎日が始まりま

～人とのつながりの大切 した。でも、以前と違う

さを学びました。講習で ところは、社会教育主事

は、学校支援ボランティ 講習で学んだ「人との絆

ア、社会問題（若者の就労、子どもの の大切さ」が自分の意識の中にあるこ

貧困）に取り組んでいる方々に深く心 とです。このことを忘れず、自分にで

を動かされました。自分の力を周りの きることで地域社会に関わっていけた

方々のために使っていきたいです。 らと思っております。



『社会教育主事講習を受講して』 『講習をとおして感じたこと』

鹿沼市立加蘇中学校 鹿沼市教育委員会事務局生涯学習課

本郷 由起子 藤江 悠真

「社会教育」「地域連携」 講習をとおして、現代

「ボランティア」…など普 社会ではありとあらゆる

段漠然と捉えていたこと 問題が進行していて、そ

が、実は学校教育において れらに対処していくため

もとても重要であることを に社会教育が大きな役割

学びました。教員としてだけでなく、 を担っているということを深く考えさ

地域を担う一員としても学びの多い講 せられました。今後はいっそう自分の

習でした。全ての基盤になる「人との 仕事の意義というものを感じながら邁

つながり」をさらに大切に、講習で学 進していきたいです。

んだことを今後に生かしていきたいと

思います。

『社会教育主事講習を受講して』 『社会教育主事講習を受講して』

日光市立今市第三小学校 日光市立小百小学校

宮崎 哲 齋藤 俊文

社会教育に対して、漠 講習中、私が印象に残

然と抱いていた考えや感 ったのは「社会教育は人

覚が、講習を通して理解 と人との関わりを創り出

を深めると同時に、自分 すこと、接続させること、

の視点や考え方にも変化 拡大させること。」という

がありました。人とのつ 言葉です。講習を通して

ながりや出会いを今まで以上に大切に 様々な校種や地区の先生方と出会い、

したり、地域社会の一員として意識し 刺激を受けました。この経験を生かし

たりしています。今後も受講したこと て、学校のため地域のために尽力した

を学校や地域で生かしていきたいです。 いです。

『社会教育主事講習で学んだこと』 『社会教育主事講習を受講して』

日光市立大室小学校 日光市立大桑小学校

宮田 一士 麦嶋 大輝

「いい地域には、いい 現代の子どもたちが抱

学校がある。いい学校に える様々な課題を救うべ

は、いい地域がある。」た く、学校以外にたくさん

くさんの学びの中で、こ の機関があるということ

の言葉が一番心に残りま を知りました。その子の

した。社会教育主事講習で様々な講義 今を救うことは、その子の未来を救う

を受け、多くの演習を繰り返すことで、 ことになります。各機関が連携してい

素晴らしい経験をすることができまし くための架け橋となる教師になれるよ

た。現場で活かしていきます。 う頑張りたいと思います。



『講習をとおして印象に残った言葉』 『講習で感じたこと』

日光市立栗山中学校 日光市教育委員会事務局大沢公民館

三本木 秀征 髙村 哲也

改めて仲間とつながる 今回、社会教育主事講

ことの大切さを知り、Ｋ 習に参加して公民館が地

Ｊ法振り返りや企画立案 域にとってとても大切な

を学び、ボランティアや ものであると感じました。

社会福祉について深く考 今年の４月から公民館に

える機会も持てました。大貫講師「意 勤務することになり、公民館の役割が

識ある少数は意識ない多数を制する」、 あまり理解できていませんでしたが、

長谷川准教授「みんなが幸せになるこ これからは役割を理解した上で、日々

と」の言葉が印象に残りました。 精進していきたいと思います。

【講習後学んだ知識や技術等を生かしてちょっぴり取り組んだこと】

『講習後ちょっぴり取り組んだこと』 『ちょっぴり取り組んだこと』

鹿沼市立粟野中学校 日光市立安良沢小学校

久保 忠士 阿部 剛英

夏休みの終わりにリー 地域の青年部の活動に積

ダー研修会があり、早速 極的に参加しました。４年

講習で学んだことを取り ぶりに地域の体育祭に参加

入れた。始めに、今の気 し、競技と片づけを行いま

持ちを書かせ、全員に配 した。終了後には公民館で

って気持ちの共有化を図った。また「か 行われた地域の人との懇親会にも参加

がやき」に載っている『傷つける言葉』 し、充実した交流・情報交換をするこ

などを行い、充実したひとときを過ご とができました。

すことができた。

『新サークル』

日光市教育委員会事務局生涯学習課

手塚 一好

社会教育主事講習終了

後、職場ではなく個人的

に、社会教育的な新しい

サークルを作ってみよう

かと妻を巻き込んで検討

中です。子供が双生児なので、市内で

多産児の親のサークルを作ってみよう

かと思っていますが、仕事に追われな

かなか進んでいません。来年ごろには

きっと、、、。

「架け橋」への御意

見・御感想、または

情報等をお待ちして

おります・・・。


